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＜患者様連絡事項＞

· 澤田　正人様～本日、青森労災病院（糖尿病・内分泌内科、消化器内科）受診の為、御家
　　　　　　　族付き添いにて外出されています。15:30帰院予定。

· 磯島　貴広様～本日11:00、御家族（母）と本人、主治医とで今後の方針について面談を行
　　　　　　　っています。御家族としてはまだ入院前の事（暴力行為、器物破損行為）
　　　　　　　について話しており、今後も同様の事を繰り返すのではないかと不安を訴
　　　　　　　えられています。主治医より、入院時に比べ冷静な疎通が取れるようにな
　　　　　　　っている事、自分の衝動性のコントロールも可能となり、入院後は他者と
　　　　　　　のトラブル無く経過されている事を説明。状態改善した事から本日、西病
　　　　　　　棟へ転棟となる事も説明しています。今後は時期を見て外出・泊訓練を行
　　　　　　　っていく予定であると主治医より御家族と本人へ伝えています。

本日14:00、療養環境変更目的の為、西病棟Bユニットへ転棟となります。

· 長谷川　陽一様～他患者様に対する暴力行為あり、西Bユニットより東Aユニットへ転入。
　　　　　　　　リハビリテーションプログラム、作業療法は長期欠席となっていました
　　　　　　　　が、転入後は特に他患者様とのトラブル、粗暴行為は見られず、落ち着
　　　　　　　　いて日課に取り組む事が出来ています。リハビリテーションプログラム
　　　　　　　　と作業療法の復帰については、主治医安ヶ平Drへ確認する事とします。

＜新入院患者様＞

松橋　繁雄様(46)　任意入院　　担当主治医：安ヶ平Ｄｒ
主病名：①統合失調症②アルコール依存症　　　合併症：腰椎脱臼骨折後遺症・肝硬変

（入院までの経過）

平成4年頃、幻覚妄想とみられる症状で橋から飛び降り自殺未遂あり。後遺症により、身体障害2級、歩行は杖歩行、尿意あるも間に合わないと為、オムツ使用中。平成6年頃より連続飲酒状態（焼酎３合）となっています。昨年12月、幻聴にて隣家の窓ガラスを杖で割る事あり、飲酒による問題行動（興奮、暴力）出現し、本日、家族と共に来院し入院治療の希望あり、本人も入院治療に同意し平成19年1月4日12：15東Ａユニット（11号室）に任意入院となっています。
（入院後の経過）

興奮、不穏状態は見られていません。問い掛けに対しても的を得た返答をされています。指示の服薬、点滴療法の拒否は無く、夜間の睡眠も取れています。主治医安が平Drから点滴にて身体症状の回復を図り、暫くは統合失調症の状態（幻覚妄想の有無等）を見ながら今後の方向性を決定していくとの事です。アルコール依存症治療プログラムについても暫くは本人の状態を見て、導入するかどうか検討するとの事です。

（1/6（土）のリーダーへ）

本日の尿検にて1000（4＋）との結果が出た為、主治医へ再度検査項目（グリコ、検尿、血糖）について確認、指示を頂いて下さい。

＜SST評価・検討＞

· 寺地　利代子様～先週、レベルアップしていく事を目的にB3からB2グループへ移動して
　　　　　　　　います。対人関係で悩みを抱える事が多い為、悩み等、思った事をスタ
　　　　　　　　ッフへ伝えられるよう練習していきましょう。

· 木ノ下　ツヨ様～先週、レベルアップしていく事を目的にB3からB2グループへ移動して
　　　　　　　　います。

· 倉舘　昌雄様～先週、対話についてのレベルアップの為、A1からB1グループへ移動して
　　　　　　　います。SSTでは積極的に自分の意見を話される等、対話についての基本
 　　　　　　　的な事は出来ています。

· 小野寺　文明様～先週、レベルアップしていく事を目的にB2からB1グループに移動して
 　　　　　　　　います。SSTでの発言はあるものの自ら発言される事は少ない為、自ら
　　　　　　　　　の発言が多くなる事を目標としています。













